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１．研究計画の概要 

(1) イルカの造血幹細胞あるいは造血前駆
細胞である未分化白血球を同定するために
必要な血液細胞の基本的な分類マーカーと
なるモノクローナル抗体を作出する。 
(2) 得られたモノクローナル抗体を利用し
たイルカ血液細胞・造血細胞の分離法を確立
する。 
(3) イルカ造血幹細胞あるいはそのニッチ
細胞を特定するために必要な遺伝子マーカ
ーを単離し、その遺伝子発現解析系を確立す
る。  
(4) 造血器官の候補として予想される臓器
における免疫組織学的観察および遺伝子発
現解析を行い、イルカにおける造血器官を機
能形態学的に同定する。 
(5) ヒトやマウスで明らかにされている造
血関連因子のオルソログをイルカで単離し、
発現細胞の特定、組換え型ケモカインの作出
および特異抗体を用いたニッチ細胞の証明
を行う。 
(6) 組換え型ケモカインを用いた各種血液
細胞の遊走を観察することによって、イルカ
造血幹細胞の造血巣への定着・ホーミング機
序を探る。 
 以上の研究項目を検討することによって、
イルカの造血器官を特定する。 
 

２．研究の進捗状況 

(1) 2008 年度は、イルカの血液細胞表面抗
原に対するモノクローナル抗体の作出を試
みた。イルカ白血球に対する抗体を産生する
ハイブリドーマを作製し、その中からハンド
ウイルカ好中球に反応する数種の抗体を得
た。得られた抗体のうち、DN1 抗体は、ハン
ドウイルカ好中球のみを認識し、他の顆粒球

である好酸球、また単核球、さらにヒトおよ
びウシ白血球には反応しなかった。DN1 抗体
を用いた免疫磁気ビーズ細胞分離法によっ
て、イルカの顆粒球分画から好中球および好
酸球を高純度に分離する方法を確立した。本
法によって、イルカ血液中の特定細胞群の分
離・同定が容易となり、それぞれの細胞機能
の探索・評価が可能となった。  
(2) 2009年度は、イルカ幼若個体の全身 CT
スキャンによって、骨格構造の把握および骨
髄組織の探索を行い、また前鰭の上腕骨およ
び前腕骨内部を解剖・組織学的に観察した。
上腕骨骨頭の海綿骨腔内に陸生哺乳動物の
赤色骨髄に類似した組織が組織解剖学的に
認められた。同部位から得た組織の塗沫標本
には、陸生哺乳動物の骨髄組織と同様な各種
の血液前駆細胞が多数観察され、イルカでも
骨髄造血が確認された。したがって、イルカ
類の前鰭基部が骨髄バイオプシー検査の標
的として応用できる可能性が示唆された。 
(3) 2010 年度は、造血が示唆された骨髄組
織の遺伝子発現および骨髄細胞の増殖・分化
能を検討した。ハンドウイルカの上腕骨から
分離した骨髄単核細胞（BMMC）はヒトやマウ
スと同様に造血細胞に特異的な遺伝子発現
像を示した。CFU assay により、BMMCは優れ
た分化・増殖能を有し、3 種類のコロニー形
成が観察された。これらのコロニーは、その
形態学的特徴と遺伝子発現像から、各種血球
に分化する造血前駆細胞の増殖によって形
成されることが明らかとなった。 
以上より、ハンドウイルカの BMMCは、様々

な血液細胞に分化する造血前駆細胞を有す
る造血細胞群であり、イルカ上腕骨の骨髄組
織は造血器官であることが証明された。 
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３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 

（理由） 

 イルカの造血器官については、形態学的観
察および機能的証明によって、骨髄であるこ
とが解明され、当初の目的の一部が達成され
た。 

 

４．今後の研究の推進方策 
(1) イルカにおける造血器官が骨髄である
こと、また造血マーカーとなる遺伝子を同定
できたので、今後は骨髄以外の内臓臓器（脾
臓、腎臓、肝臓等）における髄外造血の有無
について検討を行う。 
(2) 明らかにしたイルカ造血関連因子を発
現する細胞の特定、組換え型ケモカインの作
出および特異抗体を用いた造血幹細胞ニッ
チ細胞の証明を行う。 
(3) 展示動物あるいは希少動物であるイル
カの造血細胞を末梢血液から単離する方法
を開発し、試験管内で増殖させる、また各種
血液細胞へ分化させる条件を見いだす。 
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